
石狩市脱炭素先行地域事業
マイクログリッド構築事業の着工について

2026.6.5 環境政策課ゼロカーボン推進担当

１．脱炭素先行地域とは

2030年度までに、民生部門の電力消費に伴うCO₂排出実質ゼロを目指す地域

・全国で102地域を選定（本市は令和4年4月第1回選定）
・再エネ等を活用した先行的な脱炭素モデル地域

２．本市の計画概要

〇REゾーン
石狩湾新港地域内の一部エリアをREゾーンとして設定し、 再エネの多様な供
給手法を組み合わせ、エリア内の需要家 （主にデータセンター）へ供給する仕組
みを構築する。

〇中心核マイクログリッド構築
太陽光発電設備及び蓄電池を整備し、自営線によるマイクログリッドを構築す
る。不足する電力は、系統電力を活用しつつ地域の再エネを調達するスキームを
構築する。



市役所周辺の公共施設における工事のお知らせ

【 お問合せ先】
環境市民部環境政策課
Tel：0133-72-3698
Mail：k-seisaku@city.ishikari.hokkaido.jp

市では、環境にやさしいまちを目指して、市役所周辺の公共施設で新しい電気の仕組み
をつくる工事を行います。この工事は、 地球温暖化を防ぐこと 災害のときも安心し
て電気を使えることを目的とした取組です。

マイクログリッドってなに？
太陽光発電や蓄電池を使って、地域の中で電
気を作って使う仕組みです。電気を効率よく使
えるほか、災害などで停電しても電気が使える
メリットがあります。

【 施工スケジュール】
・令和8年5月～令和9年3月末（予定）

【 工事期間中のお願い】
・工事車両の出入りがあります
・工事に伴い、振動や騒音が発生する場合があります
・通行の際は、現地の案内表示にご注意ください



日
日

月
10時～14時

保護センター石狩浜海浜植物保護センター
（弁天町48ー1）（弁天町48ー1）

いしかり本町灯台とハマナスDay





生ごみ乾燥機を用いた家庭用生ごみ減量実証実験の実施について 

 

（目的） 

本市のごみ排出量の約 70％を占める可燃ごみのうち、約 37％が「生ごみ」であり、そ

の削減が課題となっている。本実験は、家庭用生ごみ乾燥機を使用することで生ごみの

重量を削減し、市民の意識啓発（行動変容）を図るとともに、今後のごみ減量に向けた

施策検討に必要なデータを収集すること。 

 

（実証実験概要） 

① 早来工営㈱が石狩市へ家庭用生ごみ乾燥機を寄贈する。 

② 実証実験参加者を募集（令和 8年 7月 1日 〜 7 月 24 日） 

③ 実証実験参加者に乾燥機引き渡し（令和 8 年 8月 3日 〜 8 月 7 日） 

④ 実証実験開始令和 8 年 8月中旬 〜 ９月末（約 1〜1.5 ヶ月間）） 

 

（参加者の義務） 

① 投入前と乾燥処理後の生ごみ重量を測定。 

② 専用アプリを用いて排出量、使用頻度等のデータを入力。 

③ 実験終了後の使用感や補助制度に関するアンケートに回答。 

④ 貸与された機器の破損等がないよう使用。 

 

（市民への周知方法） 

① 市広報 7 月号に記事を掲載依頼 

② 町内会回覧 

③ 広報メモ投稿 

④ 市ＨＰに記事掲載 

⑤ 公式ＬＩＮＥによる周知 
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